
ひとを育むまち

【基本施策４】
心とからだ育成プロジェクト



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 教育総務課 係名 ICT・英語教育推進係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 3461･3462 事業名 小中学校ICT管理事業（故障修繕対応） 新規・既存の別 新規

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

児童生徒全員に一人一台の端末が整備されることに伴い、端末の故障・不具合発生の件数が増加している。そ
のため、不具合等が発生した際の現場対応の委託料、メーカー修理が必要となった場合の修繕料が必要。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
全ての不具合及び故障に対応する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

駆けつけ修理等の現場対応の体制を整え、不具合等に迅速に対応することで、学校教育におけるICTの活用を
進める。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100% 100% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと⇒

目標の単位：対応率（％）
故障時の対応及び故障端末の修繕の完了率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
修繕
32,800円×1.10×20台＝656,022円

故障時の現場対応委託
210,840円×1.10×12月＝2,783,088円

修繕
32,800円×1.10×20台＝656,022円

故障時の現場対応委託
210,840円×1.10×12月＝2,783,088円

修繕
32,800円×1.10×20台＝656,022円

故障時の現場対応委託
210,840円×1.10×12月＝2,783,088円

iPad故障時の修繕料
iPadが故障・不具合が生じた場合の現場対応
の委託料

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0

地方債 0

負担金 0

一般財源

県 0

その他 0

3,441 4,489 3,441 11,371

合計 3,441 4,489 3,441 11,371

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 教育総務課 係名 ICT・英語教育推進係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 ICT支援業務委託 新規・既存の別 新規

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

教育ＩＣＴ環境を活用した授業等が円滑に行えるよう、人的サポート体制を整え、授業改善、教員負担の軽減、児
童・生徒の情報教育向上を図る。
現在、ICT支援業務はR１．10月～R４．９月までの債務負担行為にて実施している。契約満了に伴い、業務委託内
容の見直しを行い、ICT支援業務を継続する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
教育ＩＣＴ環境を活用した授業等が効果的に行えるよう、人的支援を行う。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
債務負担行為３年間
直接訪問による人的支援だけでなく、レベルによって遠隔支援を用いるなど、支援形態を切り分けることも検討。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童・生徒の情報教育向上及び教師の情報活用能力の向上が図られる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

15% 20% 25%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと⇒

ICT支援業務のうち、授業支援の業務割合

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
月４回×１７校 月４回×１７校 ＩＣＴ支援員を各学校に派遣し、教育ＩＣＴ環境

を活用した授業等を効果的に行えるよう、人
的支援を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0

地方債 0

負担金 0

一般財源

県 0

その他 0

21,004 21,517 42,521

合計 0 21,004 21,517 42,521

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 教育総務課 係名 ICT・英語教育推進係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2738 事業名 中学校海外体験学習事業 新規・既存の別 新規

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

アメリカNY市のグレースチャーチスクール（GCS）（平成19年に姉妹校提携）との交流を行う。
GCSとは、平成６年から交流を行っており、GCSからの受け入れとGCSへの訪問とを隔年で実施してきた。
令和２年度、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により実施見送りとなった。
令和４年度からは、受け入れと訪問の生徒数をそれぞれ削減し、隔年ではなく、同年に毎年実施へと変更する。
受け入れ生徒数を18名程度から10名程度へ、訪問生徒数を16名以内から10名以内へ変更。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
６月に受け入れ、10～11月に訪問を実施。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100% 100%

学校体験やホームステイを通じて、教育・文化・生活を体験することで、豊かな国際感覚を身に着けさせるととも
に、多文化理解の推進、英語力やコミュニケーション力の向上を図ることができる。

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと⇒

実施率１００％を目標とする。受け入れ１回、訪問１回

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
新型コロナウイルスの影響により、訪
問事業を中止。

必要経費を、「行橋市中学校国際交流事業実
施協議会」に補助金として交付して、実施す
る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

県 0
財
源
内
訳

国 0

地方債

その他 1,930 1,234

一般財源 0 0

0

負担金 0

合計 0 1,930 1,234 3,164

予算費目 会　　計 会計 費目名

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

補助予定額 0

3,164

0

100%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

44,965 44,944 49,892 0

合計 44,965 44,944 49,892 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業の位置づけ
市内小・中学校全17校にアシスタント
ティーチャーを配置する。
小学校21名、中学校9名を配置。
会計年度任用職員（日給20名、時給10
名）

市内小・中学校全17校にアシスタント
ティーチャーを配置する。
会計年度任用職員（日給22名、時給10
名）

市内小・中学校全17校にアシスタント
ティーチャーを配置する。
会計年度任用職員（日給23名、時給10
名）

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 最終目標

100% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす 市内小・中学校全17校における個別支援を要する児童・生徒の支援体制の構築。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市内小・中学校全17校における個別支援を要する児童・生徒の支援体制の構築。
優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

現在当市においては市内小・中学校において30名のアシスタントティーチャーを雇用し配置しております。主に、個別支援を
要する児童生徒の補助をおこなっており、学校現場からも非常に要望が強い職種となっております。近年、学級内において
個別支援を要する児童生徒が増加しており、併せて特別支援学級や通級指導教室に通う児童生徒も増加しております。各
校においてもアシスタントティーチャーの必要性が非常に上がってきており、令和4年度に増員を要望するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 教育総務課指導室 係名 指導係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2449 事業名 指導一般管理費 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

3

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 教育総務課指導室 係名 指導係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2450 事業名 市費負担教職員任用事業 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

教育行政に対し市の主体性を発揮するため、また地域における特色ある教育を推進しきめ細かな指導を実現するため、市
教育委員会による市立小・中学校等の教職員の任用を行うもの。
平成１５年４月より文科省が定めた全国の教育特区での成果と課題を踏まえ、平成１８年度から全国展開されており、近隣で
はみやこ町が実施している。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす 学校教育振興基金を活用し、各年度、常勤１～２名、非常勤２～３名を雇用しきめ細かな教育の充実を図る。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 都道府県から市への負担転嫁とならない仕組みの検討（県費教職員の通常通りの確保）
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市が、県費負担教職員に加えて、独自の判断で地域の人材等を教員として任用することにより、その地域の特性に応じた学
校教育の充実や各学校における特色ある学校づくりが一層促進され、学校教育の個性化・多様化の一層の進展を目指す。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 最終目標

0% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

各年度、常勤１～２名、非常勤２～３名を雇用し、市立小・中学校に配置する。

年度の事業内訳

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業の位置づけ
常勤１名、非常勤１名を雇用。
常勤講師：小学校勤務（蓑島小学校）
非常勤講師：中学校勤務
（行橋中、泉中、仲津中、美術科）

常勤２名を雇用し、市立小・中学校に配
置する。

常勤２名を雇用し、市立小・中学校に配
置する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 7,851 4,117 8,002 0

0 0 0 0

合計 7,851 4,117 8,002 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

3

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

2,866 2,870 2,941 0

合計 2,866 2,870 2,941 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業の位置づけ
市内小学校全校（11校）において、基礎
科目となる算数・国語の2教科について、
市独自に学力テストを実施し、平均学力
の底上げを図る。
対象児童数：約3,800人

市内小学校全校（11校）において、基礎
科目となる算数・国語の2教科について、
市独自に学力テストを実施し、平均学力
の底上げを図る。
対象児童数：約3,850人

市内小学校全校（11校）において、基礎
科目となる算数・国語の2教科について、
市独自に学力テストを実施し、平均学力
の底上げを図る。
対象児童数：約3,900人

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 最終目標

0% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす 市内小学校全体の平均学力の底上げを目指す。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市内小学校全校（11校）において、基礎科目となる算数・国語の2教科について、市独自に学力テストを実施し、平均学力の
底上げを図る。対象学年は、全学年を想定。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

現在当市においては中学校全学年、小学校４～６年生において、国の全国学力テスト、県の学力テストを実施しており、学力
の指標として活用しております。今回要望する、市独自の学力テストの実施については、現在各小学校においてそれぞれの
学校が独自におこなっている学力テストについて教科を統一して実施することで、同一の指標をもとに各課題の抽出をおこな
い、学力の底上げを図ることを目的としております。（対象：全学年）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 教育総務課指導室 係名 指導係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 3761 事業名 市独自学力テスト実施事業 新規・既存の別
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 教育総務課指導室 係名 指導係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 3397 事業名 Ｑ－Ｕ調査事業 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　Ｑ－Ｕ調査は、「学級満足度」や「学校生活意欲」の視点から関連的に編成されており、調査結果を分析し、表やグラフで示
されることにより、一目で児童生徒の本音の部分の考えや心情、学級集団への適応度、学級全体の状況等が把握すること
ができる調査である。
　Ｑ－Ｕ調査を年2回（6月と11月実施予定）することにより、1回目の結果を踏まえ、児童・生徒理解や学級集団づくりの充実
を図ることができる。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす 調査結果分析し、当該年度の学級経営、児童・生徒の指導に反映させる。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 Ｑ－Ｕ調査を活用するに当って、調査に対する教職員理解が必要となる。
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童生徒の悩みや不安を早期に発見し、適切な対応が可能となる。
優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 最終目標

100% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

市内小４～中３の児童生徒に対して、年2回のＱ－Ｕ調査を実施する。

年度の事業内訳

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業の位置づけ
調査を実施し、分析結果を学級経営に
反映させる。
対象児童・生徒：3,762人

調査を実施し、分析結果を学級経営に
反映させる。
対象児童・生徒：3,815人

調査を実施し、分析結果を学級経営に
反映させる。
対象児童・生徒：3,922人

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

2,483 2,518 2,589 0

合計 2,483 2,518 2,589 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 2929 事業名 仲津小学校空調改修事業 新規・既存の別 既存

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 環境整備法

事業概要

仲津小学校に個別空調を設置する事業（現在除湿器使用）。
工事概要：空調設置（36室）、工期：13ケ月（予定）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
空調を設置することにより、熱中症などの恐れがある危険な状態を回避し、安定的な学校運営を確保する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　）

期待する
効果

安定的な学校運営を確保することにより、児童生徒の学習環境の更なる向上を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

0.00% 20.00% 80.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
仲津小学校空調改修事業に係る実施設
計業務

仲津小学校空調改修事業初年度 仲津小学校空調改修事業最終年度 個別空調を整備することにより、熱中症などの事故
に繋がる恐れがある危険な状態を回避し、安定的
な学校運営を確保する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 37,083 169,074 206,646

地方債

県 0 0 0

17,000 10,500 29,800

負担金 0 0 0

0

一般財源 6,011 5,444 1,185 9,383

会計 費目名

その他 0 0

補助率（％） 90.0%

合計 6,011 59,527 180,759 245,829

予算費目 会　　計 一般

充当率（％） 90.0%

教育

補助金 あり 名称 防衛省防音事業交付金 対象事業費 41,203

地方債 あり 名称 学校教育施設等整備事業債 対象事業費 18,889 充当予定額 17,000

補助予定額 37,083

（ 学校管理課） -（ 仲津小学校空調改修事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額

補助予定額 6,413

地方債 なし 名称 対象事業費 充当率（％）

教育

補助金 なし 名称 公共施設等整備保全基金 対象事業費 6,413 補助率（％） 100.0%

合計 0 6,413 16,174 156,054

予算費目 会　　計 一般

一般財源 0 0 5,874 22,669

会計 費目名

負担金 0 0 0 0

26,187その他 0 6,413 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 24,298

地方債 0 10,300 82,900

老朽化した小中学校のプールを計画的に改修し、
安全で安心できる教育環境整備を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
蓑島小（S54）
今元中（H2）
行橋中（S63）
稗田小ろ過機改修（S48）
※実施なし

蓑島小（S54）　12,161,600円
今元中（H2）　9,835,100円
稗田小ろ過機改修（S48）　6,413,000円

椿市小ろ過機改修（S48）　6,600,000円
泉中（H1）　9,574,000円

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

29.00% 38.00% 44.00% 100.00%

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校のプールを計画的に改修し、安全で安心できる教育環境整備を推進する事業。
工事概要：プール槽塗装、プールサイドシート張替等
令和２年度から老朽化したプール更衣室やプールろ過機等の改修にも取り組む。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

シート作成者名

既存

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

事業番号 3437 事業名 小中学校プール改修事業 新規・既存の別

（ 学校管理課） -（ 小中学校プール改修事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 事業名 今元中学校体育館バスケットゴール改修事業 新規・既存の別 新規

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 学校教育法

事業概要

今元中学校体育館の壁据付け型手動展開方式のバスケットゴールを改修する事業。
当該バスケットゴールは、平成4年の体育館建設時設置から約30年が経過しており、近年は可動部分に負荷が発生し傾きが
生じ、現在使用を禁止している。耐用年数も経過しているため、事故が発生する前に撤去・新設を行うもの。
工事概要：バスケットゴール新設等

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
体育館バスケットゴールを改修することにより、事故に繋がる恐れがある危険な状態を回避し、安定的な学校運
営を確保する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　）

期待する
効果

安定的な学校運営を確保することにより、児童生徒の学習環境の更なる向上を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

0.00% 100.00% 0.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
今元中学校体育館
バスケットゴール2基新設等

体育館バスケットゴールを改修することにより、事
故に繋がる恐れがある危険な状態を回避し、安定
的な学校運営を確保する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 1,500 0 0

地方債 0

県 0 0 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

0

一般財源 0 260 0 1,760

会計 費目名

その他 0 0 0

補助率（％） 85.2%

合計 0 1,760 0 1,760

予算費目 会　　計 一般

充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称
特定防衛施設周辺整備調整
交付金

対象事業費 1,760

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当予定額 0

補助予定額 1,500

（ 学校管理課） -（ 今元中学校バスケッ ト ゴール改修事業）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 3,106

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称
防衛省特定防衛施設周辺整
備調整交付金

対象事業費 3,106 補助率（％） 100.0%

合計 4,576 3,452 0 15,252

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0 0

一般財源 457 346 1,526

0 0

負担金 0 0 0

県 0 0 0

全体事業費

財
源
内
訳

国 4,119 3,106 13,726

地方債 0

今川小　1,539,000円
中京中　1,514,000円
長峡中　1,523,000円
　計　　　4,576,000円

行橋南小　1,754,500円
蓑島小　　1,697,300円
　計　　　　3,451,800円

老朽化した小中学校の放送設備を改修し、安定的
な学校運営を確保する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

安定的な学校運営を確保することにより、児童生徒の学習環境の更なる向上を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 最終目標

82.00%

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
チャイムが鳴らない、マイク放送が途切れる等の不具合を改善し、安定的な学校運営を確保する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　老朽化による　）

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校の放送設備を改修する事業
工事概要：デスク型放送設備交換、リモートマイク交換等

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 2805 事業名 小中学校放送設備改修事業 新規・既存の別

（ 学校管理課） -（ 放送設備改修事業）



行橋市実施計画シート 　 令和４ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

2 10

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

合計 0 5,000 0 23,980

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0 0 0

一般財源 0 5,000 0 23,980

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

隔年実施 学校樹木管理委託費　17校 隔年実施 管理できていない学校の樹木を伐採し、安定的な
学校運営を確保する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

40.00% 60.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

安定的な学校運営を確保することにより、児童生徒の学習環境の更なる向上を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

20.00%

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
管理できていない学校の樹木を伐採し、安定的な学校運営を確保する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　苦情等による　）

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 学校教育法

事業概要

管理できていない学校の樹木が敷地内から飛び出しており、近隣住民から苦情が多い。また、学校の落ち葉が水路や側溝
に溜まっており、農業者や区長等から改善の要望が寄せらている。校内の樹木が児童生徒の歩行の邪魔になったり、外来
者の車に当たったりと支障をきたしている。伸びた枝が校内の電線を切断する恐れもある。
このため、学校樹木管理委託として事業者と年間契約を行い、１校につき年１回、剪定・伐採を行う事業。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 3613･3614 事業名 学校樹木管理事業 新規・既存の別

（ 学校管理課） -（ 学校樹木管理事業）



行橋市実施計画シート 　 令和４ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 3,300

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称 再編交付金 対象事業費 3,974 補助率（％） 83.0%

合計 0 3,974 0 3,974

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0

一般財源 674 3,974

0 0

負担金 0 0

県 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 3,300 0

地方債

実施なし 仲津中学校用プールフロアー50枚
（2レーン分）
Ｗ2,000×Ｄ1,000×Ｈ400
（共同利用：仲津小及び仲津中）

小中学校のプールを共同で使用し、水不足等の事
態にあっても対応できる教育環境整備を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

老朽化した小中学校のプールを計画的に改修する一方、学校間のプール共同利用を実施し、水不足等の状況に
左右されない教育環境整備を推進するものである。
中学校プールの利用を小学校低学年が利用することを鑑み、プール槽下に設置するプールフロアー（台）を購入
するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

新規

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 小中学校プールフロアー購入事業 新規・既存の別

（ 学校管理課） -（ 小中学校プールフ ロアー購入事業）



行橋市実施計画シート 　 令和４ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 8,000

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称
特定防衛施設周辺整備調整
交付金

対象事業費 8,818 補助率（％） 90.7%

合計 0 8,818 0 818

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0

一般財源 818 818

0 0

負担金 0 0

県 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 8,000 0

地方債

実施なし 防犯カメラ未設置小中学校12校
・各校防犯カメラ3台
・各校レコーダー1台
・各校モニター1台
・諸経費（LANケーブル、設定・設置費）

小中学校17校すべてに防犯カメラを設置し、児童
生徒が安全かつ安心して学べる教育環境整備を
図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

防災機能を強化することにより、児童生徒の安全安心な環境を確保する。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
不審者の侵入、侵入者等による学校施設の破損、児童生徒を巻き込んだ事件・事故を防止し、児童生徒の安全
安心を確保する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

小中学校の正門、玄関、昇降口等の往来を記録し、犯罪等の抑止力として防犯カメラの設置を行うものです。（各
学校3台設置）
南小：3台、北小：3台、稗田小：3台、延永小：3台、今川小：3台、泉小：3台、今元小：3台、蓑島小：3台、
仲津小：3台、中京中：3台、泉中：3台、今元中：3台

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

新規

課名 学校管理課 係名 学校管理係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 小中学校防犯カメラ設置事業 新規・既存の別

（ 学校管理課） -（ 小中学校防犯カ メ ラ 設置事業）



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 3380 事業名 蒸気発生装置修繕事業 新規・既存の別 既存

課名 防災食育センター 係名 給食管理係 主管課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和 年度

施策項目 根拠法令等

事業概要

　防災食育センターにおける加熱調理及び洗浄作業等に使用するための蒸気を発生させる「蒸気発生装置（蒸気
源）」蓄熱槽内のヒーターが、経年劣化により故障しかねない状況にあり、運転に支障をきたす恐れがあります。
そのため、蒸気を大量に使う調理等が発生した場合には、蒸気が不足しかねない状況となっているため、修繕を
行なうものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

達成のめやす
　蒸気発生装置の修繕
　（純水フィルターついては３年に１回の交換：次期２０２５年度）

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

最終目標

100.00 100.00 100.00

　３　人口増加に寄与する事業

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

　○故障したヒーターの修繕　2,802千円
　

　○故障したヒーターの修繕　3,379千円
　○軟水器フィルター等交換　1,887千円
　○電磁弁交換　　　　　　　 　3,031千円

　○故障したヒーターの修繕　3,379千円
　○電磁弁交換　　　　　　　 　2,136千円

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

　学校給食の安定的かつ確実に提供することができる

財
源
内
訳

0

地方債

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（各年度中に改修工事を完了させる）

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

県 0 0 0 0

国 0 0 0

0

負担金 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 2,802 8,295 5,515 0

合計 2,802 8,295 5,515 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

補助金 名称 対象事業費 0 補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 充当予定額 00.0%

教育費

補助率（％） 0.0%

（ 防災食育センタ ー） -（ 蒸気発生装置修繕事業）



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

3 4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育費

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

合計 1,104 1,096 0 0

予算費目 会　　計 一般

一般財源 1,104 1,096 0 0

会計 費目名

負担金 0 0 0 0

0その他 0 0 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（各年度中に修繕を完了させる）

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

　○洗浄機の修繕　1,104千円 　○炊飯器の修繕　 1,096千円

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00 100.00

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　炊飯・洗浄機の修繕 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 根拠法令等

事業概要

　防災食育センターにおける炊飯及び食器洗浄等に使用するための連続炊飯機及び各種洗浄機部品が経年劣
化の故障により、正常に作動しかねない状況となっております。そのため、各小中学校への安定的な学校給食の
提供と、食器等の洗浄を効率的に行うため、炊飯・洗浄機の修繕を行なうものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

シート作成者名

既存

課名 防災食育センター 係名 給食管理係 主管課長名

　学校給食の安定的かつ確実に提供することができる 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

事業番号 3380 事業名 炊飯・洗浄機修繕事業 新規・既存の別

（ 防災食育センタ ー） -（ 炊飯・ 洗浄機修繕事業）



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

3 7

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 8,254

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育費

補助金 あり 名称
特定防衛施設周辺整備調整
交付金

対象事業費 9,172 補助率（％） 90.0%

合計 9,090 9,172 9,172 0

予算費目 会　　計 一般

一般財源 0 918 0 0

会計 費目名

負担金 0 0 0 0

0その他 0 0 0

県 0 0 0 0

国 9,090 8,254 9,172 0

地方債 0 0 0 0

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（各年度中に配送車を購入する）

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

〇配送車購入 9,090千円 〇配送車購入9,172千円 〇配送車購入 9,172千円

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00 100.00 100.00
令和３～７年度までに２０年を超えている配送
車を各年度ごとに１台、計５台の買替を行う。

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　防災食育センター配送車の購入 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 根拠法令等

事業概要

　防災食育センターで調理した学校給食は、各小・中学校のクラス及び職員室の対象人数毎に配缶し配送するこ
ととなります。そのため、調理した学校給食を食缶に配缶し配送する配送車が２０年経過し、経年劣化による配送
中のトラブルを心配しながら運用している状況下にあるため、決められた時間内において学校給食の確実な配送
環境の確保を図るため計画的に購入するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 平成

シート作成者名

既存

課名 防災食育センター 係名 給食管理係 主管課長名

　学校給食の安定的かつ確実に提供することができる 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

事業番号 2939 事業名 防災食育センター配送車購入事業 新規・既存の別

（ 防災食育センタ ー） -（ 防災食育セン タ ー配送車購入事業）



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）

4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育費

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

合計 0 2,317 0 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0 0 0

一般財源 0 2,317 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

　○非常用電源による配線工事及び空
調設備の設置　　　　　　　　　2,317千円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（　非常用電源による配線工事及び空調機の設置を行なう）

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

　災害時の対応及び職場環境の向上 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　非常用電源による配線工事及び空調設備の設置 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 根拠法令等

事業概要

　　防災食育センターでは災害緊急停電時において、非常用電源が炊飯室エアコンに接続されていない状況と
なっております。そのため、調理場内が高温多湿となる夏場においても、災害時の避難者に対し、安心して応急給
食が提供できるよう環境を整えること。また、平常時は、室内温度を下げることによる、食の衛生対策及び調理員
の熱中症対策として、新たに空調機を設置するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

新規

課名 防災食育センター 係名 給食管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 防災食育センター炊飯室空調設備設置事業 新規・既存の別

（ 防災食育センタ ー） -（ 炊飯室空調設備設置事業）



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 2,500

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称 一般コミュニティ助成事業 対象事業費 2,500 補助率（％） 100.0%

合計 2,509 2,500 2,500 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 2,500 2,500 2,500 0

一般財源 9 0 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

延永公民館（参考）
　長机　　　　　 36台　　1,570,140円
　和室机　 　　 10台　　　108,900円
  ｽﾀｯｷﾝｸﾞﾁｪｱ　60脚     730,950円
　搬入設置費　　　　　   　 99,000円
  合計　　　　　　　　　　 2,508,990円

今川公民館（参考）
　長机　　　　　 26台　　1,133,990円
　和室机　 　　 15台　　　163,350円
  ｽﾀｯｷﾝｸﾞﾁｪｱ　90脚     938,520円
　台車　　　　　　　　　　　 175,450円
　搬入設置費　　　　　   　 99,000円
　合計　　　　　　　　　　 2,510,310円

稗田公民館

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和4年度

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

数値化困難

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
一般コミュニティ助成事業を活用 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

各校区公民館の公民館事業（各種講座）、会議、文化祭等で使用する机が老朽化しており、破損した机が増えて
きております。地域住民の利便性向上を図るため、劣化した机の多い公民館から順次、新規の机に入れ替えてい
きます。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 02514 事業名 各校区公民館の備品購入 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

元 3

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額

補助予定額 8,043

地方債 なし 名称 対象事業費 充当率（％）

補助金 あり 名称 公共施設等整備保全基金 対象事業費 8,043 補助率（％） 100.0%

合計 5,544 8,043 0 0

予算費目 会　　計 会計 費目名

その他 0 8,043 0 0

一般財源 5,544 0 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

稗田　5,544,000円 行橋南　12,654,400円 未定

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

１件

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

更新工事実施件数

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

１件

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
故障している空調機器を更新する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　行橋南公民館の空調機器が老朽化し、コンプレッサーに不具合が生じ、負荷をかけた運転が出来ず交換が必
要ですが、設置からの年数がたっているため、メーカーからの部品供給が終了している状況です。
　そのため、空調機器を更新し、利用者の安全確保及び快適性向上を図るものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 03617 事業名 公民館空調改修事業 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 02765 事業名 学習等供用施設改修工事 新規・既存の別 既存

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　老朽化した学供施設の防水塗装、外壁改修、内装改修、空調改修、照明改修等を行なおうとするもの。
　　　平島学供
　大規模改修から１３年～１４年が経過した学習等供用施設について、雨漏りが発生し施設利用に支障が生じているため、改修を行うも
の。
　　　畠田東学供、東徳永学供、高瀬第１、松原学供

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
老朽化した学供施設の大規模改修を実施する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

1件 1件

安心・快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。

全２２館の改修工事実施
（令和２年までの実施件数　２０件）

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

改修工事実施件数

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
草場改修工事　     26,477,000円
平島実施設計　       1,038,400円
畠田東防水改修　　  2,414,500円
高瀬第1防水改修　　2,994,200円
            　   合計　　　32,926千円

平島改修工事　　　　25,000,000円
事務費　　　　　　　　　　 40,000円
（6,600円 × 2人 × 3回 ＝ 39,600円)
畠田東防水改修　　　 2,414,500円（Ｒ３実施）
東徳永防水改修　　　 2,368,300円
高瀬第1防水改修　　2,994,200円（Ｒ３実施）
松原防水改修　　　　　1,805,100円
道場寺中央サッシ改修　929,500円　　　　　　合計　　　30,145千円 （この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 30,115 20,000 0 0

地方債 0 0 0

県 0 0 0 0

0

負担金 0 0 0 0

会計 費目名

その他 0 5,000 0

一般財源 2,811 0 0

補助率（％） 80.0%

合計 32,926 25,000 0 0

予算費目 会　　計

充当率（％） 0.0%

補助金 あり 名称 再編交付金 対象事業費 25,000

地方債 名称 公共施設等整備保全基金 対象事業費 0 充当予定額 5,000

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

補助予定額 20,000

0

0



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

元 11

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 6,000

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

補助金 あり 名称 再編交付金 対象事業費 7,437 補助率（％） 80.7%

合計 5,978 7,437 0 0

予算費目 会　　計 会計 費目名

その他 0 0 0 0

一般財源 1,778 1,437 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 4,200 6,000 0 0

地方債 0

草場　　　　　2,706,000円
稲童第一　　3,271,400円

長井　　　　3,996,300円
高瀬第２　 3,426,500円
事務費　　　　　　 40,000円
（6,600円 × 2人 × 3回 ＝ 39,600円)

辻垣
袋迫
事務費　　 40,000円
（6,600円 × 2人 × 3回 ＝ 39,600円)

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

２件 ２件
全２２館の更新工事実施
（令和２年までの実施件数　４件）

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

更新工事実施件数

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

安心・快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

２件

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
老朽化した学供施設の浄化槽を更新し、破損を未然に防ぐ。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　老朽化した浄化槽を更新し、浄化機能の回復、快適な利用環境の整備を行なおうとするものです。
　　　令和４年度　：　長井、高瀬第２
　　　令和５年度　：　辻垣、袋迫
　　　令和６年度　：　馬場、東徳永

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 02765 事業名 学習等供用施設浄化槽更新工事 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 2,000

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称 再編交付金 対象事業費 2,089 補助率（％） 95.7%

合計 0 2,089 24,100 2,000

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0 0 0

一般財源 0 89 24,100 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 2,000 0 2,000

地方債 0

仲津公民館改修工事実施設計（電気設
備）  　　　 　　    2,088,900円

今元公民館屋根・外壁改修工事        24,100千円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和4年度

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

数値化困難

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　老朽化により劣化の進む公民館の屋根の防水塗装や、不具合の早期発見・防止のための大規模改修につい
て、長寿命化計画に沿って順次実施する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

既存

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 02514 事業名 公民館改修工事 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

合計 0 3,000 0 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 3,000 0 0

一般財源 0 0 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

屋根・外壁改修工事　　　　　89.8百万円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

数値化困難

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

快適な利用環境を整備することにより、施設の利用促進を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
不具合の生じている機器を更新する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　老朽化により不具合の生じている研修センターを改修することにより、快適で安心して利用できる環境を整える。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

新規

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 宿泊型研修施設改修工事 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

3

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

合計 10,060 800 0 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 0 0 0 0

一般財源 10,060 800 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

空調保守点検（行橋、今川、延永）　660,000円
延永公民館駐車場整備工事　　　 4,400,000円
公民館（11館）修繕　　　　　　　　　 5,000,000円

空調保守点検（中央、南、蓑島）　　800,000円 空調保守点検（今元、仲津、泉）

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度

３館 ３館

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

保守点検館数

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

保守点検を通じた快適な利用環境の維持及び効率的な補修の実施 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

３館

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
トラブルの防止及び早期発見、補修計画を基にした効率的な補修の実施 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　中央公民館、校区公民館の空調設備の保守点検を行うことにより、トラブルの防止及び早期発見に努め、補修
計画を策定したうえで効率的な補修を行い、地域の交流拠点、一時避難所としての快適な利用環境を整える。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

新規

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 03427 事業名 公民館施設管理費（実施計画） 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和元年度実施計画事業対象

3 4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 03618 事業名 旧椿市公民館解体工事 新規・既存の別 新規

課名 生涯学習課 係名 管理係 主管課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

椿市地域交流センター建設に伴い、用途廃止された旧椿市公民館を解体するものです。
施設の老朽化が進んでおり耐震基準も満たしていないため、地震等災害発生時には倒壊の恐れがあるので、早
期の解体が必要です。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

必要のなくなった施設を解体し、市有地の有効活用を図る。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

9

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
実施設計　1,964,600円 解体工事　32,712,900円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0

県 0 0 0 0

0 0 0

負担金 0 0 0 0

0

一般財源 0 1,965 32,713 34,678

会計 費目名

その他 0 0 0

補助率（％） 0.0%

合計 0 1,965 32,713 34,678

予算費目 会　　計 一般

充当率（％） 0.0%

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当予定額 0

補助予定額 0



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

26 6

●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 21,778

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 地域振興基金 対象事業費 21,778 補助率（％） 100.0%

0 0 0 0

合計 9,994 21,778 9,994 0

県 0 0 0 0

その他 9,994 21,778 9,994 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
時間外手当　104千円
ゆくはしビエンナーレ補助金
　9,890千円

時間外手当　104千円
ゆくはしビエンナーレ補助金
　21,675千円

時間外手当　104千円
ゆくはしビエンナーレ補助金
　9,890千円

世界中から幅広い表現者を集結し、まちに宿
る文化を感じとりながら、地域とともに創り上
げる国際公募彫刻展

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

（％）関連イベント参加者における満足度

達成のめやす
彫刻作品を広く公募し、優れた美術品を集める。また、審査の過程で市民との協働による関連イベントを開催する
などして多くの参加を呼びかける。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
1年目を周知・募集期間、2年目を公募展の開催とし、2年をひとつのサイクルとする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

教育・文化環境の向上、潤いのある魅力的な都市空間の創成、アートによるまちの活性化、国際交流の推進 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

ゆくはしビエンナーレとは”行橋”のまちを舞台に「２年に１度」開催する、国際公募彫刻展です。
関連イベントとしてワークショップ、アートフォーラム、アーティスト・イン・レジデンスのまちなかオブジェなど市民参
加型の国際交流イベントも開催します。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 文化課 係名 文化振興係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 3736 事業名 ゆくはしビエンナーレ 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

27 9

●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 3073 事業名 稲童古墳群出土品整理事業（実施計画） 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国重要文化財「福岡県稲童古墳群出土品」の保存処理、修復、展示台作成などを行い、市民をはじめとした地域
住民に広く公開・活用を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
国重要文化財「福岡県稲童古墳群出土品」の保存処理等の整理作業が完了し、展示を通じて広く公開が開始さ
れる。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

「福岡県稲童古墳群出土品」を広く公開することにより、市民の文化財保護の意識が高まるとともに、生涯学習や
観光振興に活用されることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

37.82 48.01 58.77 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
保存処理等の整理作業が完了するまでの予定事業費を100％とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
（稲童21号墳）鉄剣2点、鉄刀2点、銅三輪玉6点
等、合計57点の保存修理費用　　  　　　  　　6,000
千円
旅費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　300千
円

（稲童21号墳）鉄剣2点、鉄刀2点、銅三輪玉6点
等、合計57点の展示台・箱費用　　 　  　 　　2,720
千円
（稲童21号墳）轡2点、環鈴3点、辻金具等馬具30
点、鉄鍬鋤先等、合計40点の保存修理費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,638千円
旅費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 300千円

（稲童21号墳）轡2点、環鈴3点、辻金具等馬具30
点、鉄鍬鋤先等、合計40点の展示台・箱費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,746千
円
（稲童21号墳）臑当の修理費用　　　　　　2,784千
円
旅費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  300千
円

行橋市を代表する歴史資料の「福岡県稲童
古墳群出土品」の保存修理、整理を行い、市
民をはじめとする見学者への文化財の公開、
活用を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 3,150 3,329 2,915 30,228

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 300 300 300 4,012

その他 0 0 0 3,870

2,850 3,029 2,615 23,741

合計 6,300 6,658 5,830 61,851

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称
国宝重要文化財等保存整備
費補助金

対象事業費
6,658
2,000

補助率（％）
国：50
県：15

充当予定額 0

補助予定額
3,329

300

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化振興係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 美術館施設整備事業 新規・既存の別 新規

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

美術館の施設や空間は、それそのものも、利用者と美との出会いを演出する重要な役割を持たなければならい。
H29年に寄贈を受けた行橋市増田美術館は、既存の建物自体が美術館としての機能に適してないので、利用者
の安全性や作品保護の点において課題が顕著である。当館の資産やこれまでの実績をさらに生かすことを前提
に現在の施設の活用を基本としつつ、利便性と魅力の向上を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
まずは早急に対応しなければならないのは消火設備の設置。消防法に適していないので早急に対応が必要 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
今後の美術館の運用の方向性 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

子育て世代や高齢者など、すべての人にとって使いやすく、居心地がいい、社会に開かれた場とする 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
実施設計（不活性化ガス消火設備工事）
実施設計（防火シャッター設置工事）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1,826千円
屋外掲示板設置工事　　　　481千円
案内板設置工事　　　　　　　209千円

不活性化ガス消火設備工事
防火シャッター設置工事

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 2,307 30,000 0

合計 0 2,307 30,000 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 ビワノクマ古墳整理事業 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

市内延永に所在する、ビワノクマ古墳（県指定史跡）の昭和30年の発掘調査成果を学術資料として後世に残すた
め、遺構図や遺物等の整理作業を行い、発掘調査報告書を刊行する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
県指定史跡ビワノクマ古墳の昭和30年の発掘調査の整理作業が終了し、調査報告書が刊行される。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

ビワノクマ古墳の昭和30年の調査成果を広く公開することにより、市民の文化財保護の意識が高まるとともに、生
涯学習や観光振興に活用されることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

16.55 43.04 100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
調査報告書を刊行するまでの予定事業費を100％とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
遺構図整理、遺物実測等委託  500千円 遺構図整理、遺物実測等委託  500千円

発掘調査　　　　　　　　　　　　　　300千円
原稿執筆謝金　　　　　　　　　　　400千円
報告書印刷製本費　　　　　　　1,260千円
消耗品　　　　　　　　　　　　　 　　　50千円
通信運搬費　　　　　　　　　　　　　 10千円

ビワノクマ古墳の昭和30年の調査成果を学術
資料として調査報告書を刊行することにより、
地域住民への文化財の公開、活用を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 144 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 75 0 0

その他 0 0 0 0

500 569 1,720 3,020

合計 500 788 1,720 3,020

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 史跡等文化財補助金 対象事業費
300

2,000
補助率（％）

国：50
県：上限2,000千
円の15÷4事業

充当予定額 0

補助予定額
144
75

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化振興係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 3411 事業名 美術館管理運営事業 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

本事業は平成２９年度に寄贈され、市立美術館として運営を開始した行橋市増田美術館の作品の保存、収集、展
示、教育普及、地域等と連携した運営などが多岐にわたることから、効率的な館の維持管理・運営を行うため主
に公益財団増田美術・武道振興協会に管理運営業務委託を行うものである。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
地域再生の拠点となるべく可能性を秘めた施設なので、その個性を活かし、多くの方々が親しまれる施設となるよ
うな運営を行う。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
利用者ニーズに対応した公立美術館の機能運営のよりよい方向性を示唆する 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

集客性を高める 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
管理運営委託料　6,463千円
データーベースシステム　396千円
旅費　39千円
負担金　5千円
美術館職員人件費　2,388千円

管理運営委託料　　6,463千円
データーベースシステム　396千円
旅費　39千円
負担金　5千円
美術館職員人件費　2,388千円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 536 574 0 0

8,117 8,861 9,291 0

合計 8,653 9,435 9,291 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

補助予定額 0

0

0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

合計 3,183 3,290 5,600 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

0 0

一般財源 740 3,290 5,600

0

負担金 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

県 0 0 0 0
財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 2,443

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
川喜田半泥子展 北九州・京築アート再発見シリーズ１

「トーナス・カボチャラダムス」展　2,662千円
坂本善三美術館紹介展　2,266千円
時間外　279千円　　旅費　104千円
使用料　250千円　　需用費　13千円
R５準備　84千円

新見美術館コレクション展
北九州・京築アート再発見シリーズ2

京築地域唯一の公立美術館として、優れた美
術作品を紹介する展覧会を開催する

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

幅広いジャンルの展覧会を開催することで、来館者の増加を図る。様々な芸術文化に触れることで、個性ある創
造的な人づくり、まちづくりに貢献する。

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

人：入館者数

達成のめやす
多くの市民が来館し、見る喜び、知る楽しさを実感してもらう。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

京築地域唯一の公立美術館として、優れた美術作品を紹介するとともに、地域の美術を市内外の方々に紹介す
るため、年２回程度の特別展を開催し、見る喜び、知る楽しさを提供する。また、特別展を通して、これからの行橋
市増田美術館の在り方について市民とともに考えていく企画を展開する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 文化課 係名 文化振興係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 3539 事業名 美術館特別展事業 新規・既存の別
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 384 0 0

合計 0 384 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
ノートパソコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　270千円
Adobe Creative Cloud ライセンス使用料　　　　　 42千円
講座消耗品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  72千円
　
　

歴史資料館の「活用」の核として、展示室で特別展や企
画展、ミニ展示、体験学習スペースで歴史教室、ボラン
ティア育成講座などの自主事業を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％

達成のめやす
体験学習スペースで行う各種講座、常設展示室で行う特別展等が終了する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

体験学習スペースや展示室で色々な自主事業を行うことで、資料館の来館者増ににつながることが期待される。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

令和２年度に整備した体験学習スペースで行う、①歴史教室、②ボランティア（市民学芸員）育成講座、③考古学
者養成講座（ワークショップ）に係る報償費、消耗品費。
また、常設展示室で年間を通じて１回の特別展、数回の企画展を開催しているが、そのポスター、チラシ、図録、
展示パネル等を作成するためのノートPC、編集用ソフト（Adobe Creative Cloud）を新規に１台導入する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 3234 事業名 歴史資料館事業費 新規・既存の別
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化振興係 主務課長名 シート作成者名

事業番号 3087 事業名 地域に開かれた音楽鑑賞事業 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

行橋に縁があり、国内外で活動しているプロ演奏家の音楽演奏を通じ、市民に身近な芸術鑑賞の機会を提供す
ることと地域貢献を目的とし企画したプロジェクトを実施するために補助金を支出する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
主の里帰りコンサート、市内の中学校への出前コンサート、新春コンサートを実施する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
新型コロナウイルス感染症対策を講じる。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

国内外で活躍する音楽家を身近で鑑賞してもらい、音楽文化の浸透を期待する。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

参加者数（人）

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　805千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　805千円

普段接することのできないプロの演奏家の実
演により、芸術・文化の関心を高める

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 140 0 0 0

60 540 805 0

合計 200 540 805 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

4

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 181 0 0

合計 0 181 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
守田蓑洲旧居リーフレット　　　　　　　　　　181千円 現在文化財のリーフレットを8種類発行している。リーフ

レットは行橋市の文化財でも重要かつ訪れる頻度の高い
ものをセレクトして作成している。在庫の管理を行い、少
なくなったものを新規に改訂して発行している。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％

達成のめやす
印刷製本が完了し、歴史資料館、守田蓑洲旧居で配布が開始される。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

歴史資料館に置いたり、守田蓑洲旧居の見学者に配布することで、市民の文化財保護の意識が高まるとともに、
守田蓑洲旧居の利用者の増加につながることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

市指定史跡である守田蓑洲旧居のリーフレット（B４判）を5,000部印刷する。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2534 事業名 文化財保護一般管理費（枠内） 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象

4

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 事業名 末松謙澄シンポジウム事業 新規・既存の別 新規

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

令和２年に没後100年を迎えた郷土の偉人、末松謙澄の文化芸術面での功績に焦点をあてた、国際シンポジウ
ムを行い、一連の事業をまとめた記録集を作成する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
シンポジウムが終了し、記録集が完成する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

シンポジウムなどの一連の顕彰活動を通じて末松謙澄の功績を知ってもらうことで、市民に郷土への愛着心が芽
生える。併せて生涯学習や観光振興に活用されることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
年度別事業整備完了率

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
職員手当等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197千円
報償費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500千円
旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　989千円
需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　999千円
通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29千円
委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　541千円
使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　219千円

シンポジウムを通じ、郷土の偉人である末松
謙澄の認知を図ることで、郷土への愛着心が
芽生える。併せて生涯学習や観光振興に活
用されることが期待される。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 0 0 0 0

その他 0 2,397 0 0

0 0 0 0

合計 0 2,397 0 0

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称
一般財団法人自治総合セン
ターシンポジウム助成金

対象事業費 2,397 補助率（％） 100.0%

充当予定額 0

補助予定額 2,397

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2542 事業名 御所ヶ谷史跡自然公園整備事業（第１期） 新規・既存の別 既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国指定史跡である御所ヶ谷神籠石とその周辺の自然を活かし、豊かな自然環境の中で歴史を体感できる公園を
整備する。これに伴う用地購入、遊歩道・サイン等整備、史跡の修復等を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
平成23年度策定の「史跡御所ヶ谷神籠石整備基本設計」に基づき、遺跡保存のための修復工事及び見学に必要
なガイダンス設備の設置が完了する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

歴史教育、自然学習、市民との協働活動を行う場として活用できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

92.68 96.93 99.53 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
第１期整備が終了するまでの予定事業費を100％とする。

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
発掘調査　　　　　　　　　　　　　　　         3,256千円
※石塁復元工事                          　11,998千円
※工事監理                   　　             1,200千円
実施設計　　　　　　　　　　       　　　　　  2,473千円
整備指導委員会等　　　　　　　　       　　　328千円

※仮設道撤去工事                          　　　　　　2,700千円
※災害復旧事業報告書                   　  　　　　　500千円
発掘調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,500千円
整備工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15,000千円
工事監理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,500千円
実施設計　　　　　　　　　　       　　　　　  　　　　4,000千円
整備指導委員会等　　　　　　　　       　　　　　　　500千円

整備工事　　　　　　　　　　　　　　　        15,000千
円
工事監理                   　　             　 1,500千円
整備指導委員会等　　　　　　　　       　　　500千円

周辺の水と緑をあわせて、文化遺産として大切に未来に
伝えると共に、自然環境とロマンあふれる遺跡を活かし
た、人々が集い、学び、憩う空間を創出し、行橋市の歴
史と文化を象徴する「史跡自然公園」として整備する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 16,450 13,340 8,500 416,742

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

一般財源

県 2,820 909 525 47,729

その他 0 0 0 6,000

5,591 11,707 7,975 181,375

合計 24,861 25,956 17,000 651,846

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称
※史跡等保存整備補助金（災害復旧）
史跡等文化財補助金 対象事業費

3,200
24,500

補助率（％）
国：70　県：12
国：50　県：上限3,500千

円の15

充当予定額 0

補助予定額
2,624

12,775

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額
1,130

75

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 史跡等文化財補助金 対象事業費
2,259
2,000

補助率（％）
国：50
県：上限2,000千
円の15÷4事業

0 1,510 0 0

合計 0 2,715 0 0

県 0 75 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 1,130 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0  0

一般財源

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ
下崎ヒガンデ遺跡Ⅱ区報告書印刷　　　　　　　2,259千円
稲童1号掩体壕報告書印刷　　　　　　　　　　　　　456千円

　

報告書は発掘調査の情報を公開活用するために公刊す
る必要があります。行橋市ではほ場整備や工業団地造
成などで調査が集中した時期の報告書に未刊行のもの
があり、計画的に刊行していく。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％

達成のめやす
報告書の印刷製本が完了し、納品される。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

報告書を刊行して遺跡の調査成果を広く公開することにより、市民に地域の歴史に愛着をもってもらうことで、文
化財保護の意識が高まることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

既存

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

市内で発掘調査を行った遺跡について、遺物や遺構図面の整理を行い、その成果を文化財調査報告書として印
刷製本（300部）する。
令和4年度は福富小畑遺跡（H5調査）、下崎ヒガンデ遺跡Ⅱ区（H6調査）、稲童1号掩体壕（H15調査）の報告書を
作成する。併せて、図面製図用のノートPC、編集用ソフト（Adobe Creative Cloud）を新規に１台導入する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和

　３　人口増加に寄与する事業

課名 文化課 係名 文化財保護係 主管課長名 シート作成者名

事業番号 2538 事業名 市内遺跡整理事業 新規・既存の別



行橋市実施計画シート 　 令和３ 年度実施計画事業対象 様式（ 第７ 条関係）
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 03574 事業名 行橋市民体育館大型改修事業 新規・既存の別 既存

課名 スポーツ振興課 係名 スポーツ推進係 主管課長名 シート作成者名

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 令和 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

市民体育館長寿命化に伴う改修工事である。
(令和４年度：浄化槽改修工事、外壁・防水改修工事予定)

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
改修工事完了 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

大規模改修を行うことにより、施設の老朽化による機能低下が改善され、スポーツ環境が向上する。耐震工事を
併せて行うことで耐震性能の向上により、災害時の地域住民の避難場所としての安全性が高まる。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 最終目標

1.00 1.00 1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

年度の事業内訳

令和２年度 令和３年度 令和４年度 全体事業の位置づけ
・照明設備
・天井補強
・アリーナ床
・トレーニング室空調
・シャワー室改修　・事務費

・浄化槽改修
・外壁・防水改修
・槽内汚水及び汚泥抜取清掃委託
・自家発電装置改修
・事務費

設計委託　  　　  14,654,137円(令和2年)
内部改修工事　164,851,000円(令和3年)
外部改修工事他287,078,000円(令和4年)

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 10,990 202,825 213,815

地方債 0

県 0 0 0

0 0

負担金 0 0 0

0

一般財源 3,665 85,707 89,372

会計 費目名

その他 0 0

補助率（％） 75.0%

合計 14,655 288,532 0 303,187

予算費目 会　　計

充当率（％） 0.0%

補助金 あり 名称 民生安定施設整備助成事業 対象事業費 466,584

地方債 名称 対象事業費 0 充当予定額 0

補助予定額 335,362

（ スポーツ 振興課） -（ 市民体育館　 大型改修工事）
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 3,460

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称 日本スポーツ振興センタースポーツ振興くじ助成金 対象事業費 5,476 補助率（％） 63.2%

合計 5,476 5,476 5,476 16,428

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 4,873 3,460 4,873 13,206
一般財源 603 2,016 603 3,222

地方債 0 0 0 0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0

マラソン大会補助金 マラソン大会補助金 マラソン大会補助金 ゆくはしシーサイドハーフマラソン実施開催

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

全国各地から参加するランナーによる行橋市のPR 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

達成のめやす
全国各地からのランナー参加・満足度の向上 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
R3にコロナ対策費として、予算を増額（TOTO補助の対象外経費）。R4年以降も増額したままで計上しているが、
新型コロナウイルスの状況に応じて減額を検討する。

　６　総合戦略対象事業
　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

事業概要

本大会は、日本陸上競技連盟公認大会であり、行橋の観光資源である海岸線の景観を活かし、長寿大橋を渡る
など特色あるコースとなっている。また、会場本部やコース上のエイドステーションにおいてカキ汁や黒糖饅頭な
ど地元特産品の提供を含め、地元企業や住民ボランティアとの協力を得て行うことにより、市全体で行橋の魅力
を市内外に発信し一層のイメージアップを図る。

事業の性質　（複数選択可）
　１　継続性のある事業
　２　緊急性の高い事業
　３　人口増加に寄与する事業

平成 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト

シート作成者名課名 スポーツ振興課 係名 スポーツイベント係 主管課長名

事業番号 3196 事業名 ゆくはしシーサイドハーフマラソン事業 新規・既存の別 既存

( スポーツ振興課） －（ ハーフ マラ ソ ン ）
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●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 1,300

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

教育

補助金 あり 名称
日本スポーツ振興センタース
ポーツ振興くじ助成金

対象事業費 3,000 補助率（％） 43.3%

合計 4,818 3,000 4,818 12,636

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

その他 1,300 1,300 1,300 3,900
一般財源 3,518 1,700 3,518 8,736

地方債 0 0 0
負担金 0 0 0

0
県 0 0 0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0

ビーチバレーボール大会補助金 ビーチバレーボール大会補助金 ビーチバレーボール大会補助金 ゆくはしビーチバレーボールフェスティバル実施開催

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

令和３年度 令和４年度 令和５年度 全体事業の位置づけ

期待する
効果

ビーチスポーツの普及に伴う観光資源の拡充及び行橋の魅力発信に伴う観光客流入促進 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 最終目標

達成のめやす
市内外からプレイヤーを募りリピーターとなるよう満足度を向上させ、ビーチバレーボールを利用した行橋市の新
しい観光拠点の形成を図る。

　４　住民サービス向上事業
　５　防災関連事業

留意事項
R3にコロナ対策費として、予算を増額（TOTO補助の対象外経費）。R4年以降も増額したままで計上しているが、
新型コロナウイルスの状況に応じて減額を検討する。

　６　総合戦略対象事業
　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

事業概要

行橋市における海岸地域の観光資源を活用し、長井浜において全国大会に繋がる高校生福岡県予選大会、ビー
チバレーボール愛好者による一般大会の長井浜カップを同時開催することにより、ビーチバレーボールの普及を
図る。また、中学生大会や小学生大会を新規に開催しビーチバレーボールの若い世代の育成を図り、行橋市から
ビーチバレーボールを発信する。

事業の性質　（複数選択可）
　１　継続性のある事業
　２　緊急性の高い事業
　３　人口増加に寄与する事業

平成 年度 ～ 令和 年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト

シート作成者名課名 スポーツ振興課 係名 スポーツイベント係 主管課長名

事業番号 3157 事業名 ゆくはしビーチバレーボールフェスティバル事業 新規・既存の別 既存

（ スポーツ振興課） －（ ビーチバレ ー）


